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令和５年定例会11月第２回会議 

豊 浦 町 議 会 会 議 録 

 

令和５年11月27日（月曜日） 午前10時00分 再開 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

◎議事日程（第１号） 

      再開宣告 

      開議宣告 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 議会運営委員長報告 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告 

 日程第５ 議案第75号 豊浦町長等の給与に関する条例の一部改正について 

 日程第６ 議案第76号 豊浦町職員の給与に関する条例の一部改正について 

 日程第７ 発議第６号 豊浦町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 

            について 

 日程第８ 議案第77号 令和５年度豊浦町一般会計補正予算（第５号）について 

 日程第９ 議案第78号 令和５年度豊浦町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）につい 

            て 

 日程第10 議案第79号 令和５年度豊浦町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 

 日程第11 議案第80号 令和５年度豊浦町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）に 

            ついて 

 日程第12 議案第81号 令和５年度豊浦町後期高齢者保健事業特別会計補正予算（第１号） 

            について 

 日程第13 議案第82号 令和５年度豊浦町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について 

      散会宣告 

 

 

◎出席議員（７名） 

議 長 ８番 根 津 公 男 君 副議長 ７番 石 澤 清 司 君 

 １番 山 田 秀 人 君  ３番 小 川 晃 司 君 

 ４番 勝 木 嘉 則 君  ５番 大 里 葉 子 君 

 ６番 渡 辺 訓 雄 君 

 

 

◎欠席議員（０名） 

 

 

◎説明員 

町 長    村 井 洋 一 君 
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副 町 長    須 田   歩 君 

教 育 長    葛󠄀 西 正 敏 君 

代 表 監 査 委 員    菅 野 厚 志 君 

総 務 課 長    石 川 壮 輔 君 

総 務 課 長 補 佐    竹 島 英 和 君 

政 策 財 政 課 長    本 所   淳 君 

町 民 課 長    竹 林 善 人 君 

町 民 課 長 補 佐    久 保 隆 史 君 

農 林 課 長    井 上 政 信 君 

農 林 課 長 補 佐    大 嶋 果 林 君 

建 設 課 長    武 石   修 君 

生 涯 学 習 課 長    杉 谷 佳 昭 君 

総 合 保 健 福 祉 施 設 事 務 長    藤 原 弘 樹 君 

総合保健福祉施設事務次長    阪 下 克 哉 君 

 

 

◎事務局出席職員 

事 務 局 長    荻 野 貴 史 君 

書 記    岩 崎 洋 子 君  
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午前10時00分 再開 

（出席議員数７名） 

  ◎再開宣告 

○議長（根津公男君） 皆さん、おはようございます。 

 本日、11月27日は休会の日でありますが、議事の都合により、定例会11月第２回会議を再開

いたします。 

 なお、ただいまの出席議員は６名であり、法第113条の規定による定足数を満たしております。 

 よって、会議は成立いたします。 

 

  ◎開議宣告 

○議長（根津公男君） これより、本日の会議に入ります。 

 

  ◎会議録署名議員の指名 

○議長（根津公男君） 日程第１、会議録署名議員を指名いたします。 

 会議録署名議員は、会議規則第112条の規定により、議長において、５番、大里葉子議員並び

に６番、渡辺訓雄議員を指名いたします。 

 

  ◎議会運営委員長報告 

○議長（根津公男君） 日程第２、議会運営委員会の委員長報告をいたします。 

 議会運営委員会の委員長から、去る11月21日に開催されました議会運営委員会による本会議

の運営等についての協議経過と結果報告の申出がありましたので、これを許可いたします。 

 議会運営委員会小川晃司委員長、登壇願います。 

○３番（小川晃司君） 議長の許可をいただきましたので、去る11月21日に開催されました議

会運営委員会の協議結果等についてご報告いたします。 

 令和５年定例会11月第２回会議の議事日程等につきましては、お手元に配付のとおりでござ

います。 

 会議に付議されている案件については、行政報告が１件のほか、町長からの提案に係るもの

として、条例の一部改正が２件、一般会計等の補正予算が６件であります。 

 また、議会の発議として、議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正が１件でありま

す。 

 以上のことから、定例会11月第２回会議の会期につきましては、１日間としたところであり

ます。 

 短期間ではありますが、円滑な議会運営に特段のご協力を賜りますようお願い申し上げ、議

会運営委員長の報告といたします。 

○議長（根津公男君） 議会運営委員会の委員長報告が終わりました。 

 委員長報告に対し、質疑はございませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めます。 

 よって、委員長報告は報告済みといたします。 

 

  ◎諸般の報告 

○議長（根津公男君） 日程第３、諸般の報告をいたします。 
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 議会におけるその後の動向につきましては、配付文書により報告といたします。 

 次に、定例会11月第２回会議における町長からの提出議案、その他の資料はそれぞれ配付の

とおりであります。 

 次に、説明員及び委任職員は13名であります。 

 以上、報告といたします。 

 

  ◎行政報告 

○議長（根津公男君） 日程第４、次に、町長から行政報告を行う旨の申出がありましたので、

これを受けることといたします。 

 村井町長。 

○町長（村井洋一君） それでは、行政報告を行わせていただきます。 

 火災の発生についてでございます。 

 火災が発生しましたので、ご報告させていただきます。 

 11月18日土曜日23時50分頃、大岸460番地20、清水義光氏の倉庫から出火し、木造一部鉄筋コ

ンクリート造約400平方メートルが全焼しました。 

 通報によって駆けつけた消防職員及び消防団員の消火活動によって、翌11月19日日曜日２時

５分に鎮火いたしました。 

 出火原因は、現在調査中とのことでございます。 

 なお、西胆振行政事務組合消防本部及び支署から消防職員22名、消防団員36名、車両14台が

消火活動に当たりました。 

 以上、火災発生についての報告といたします。 

○議長（根津公男君） 町長の行政報告が終わりましたが、特に確認したい事項等があれば発

言を許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで行政報告を終わります。 

 

  ◎議案第75号 豊浦町長等の給与に関する条例の一部改正について 

○議長（根津公男君） 日程第５、議案第75号 豊浦町長等の給与に関する条例の一部改正に

ついてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 石川総務課長。 

○総務課長（石川壮輔君） 議案第75号 豊浦町長等の給与に関する条例の一部改正について

ご説明いたします。 

 議案書の１ページをお開き願います。 

 豊浦町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり定めるものです。 

 提案理由でございますが、令和５年８月７日付で人事院の国会及び内閣に対する給与勧告が

あり、本町においても、国家公務員の給与に準ずる基本原則に基づき、所要の改正が必要とな

りましたので、本条例案を提出するものであります。 

 改正条文の朗読を省略し、条例改正等新旧対照表でご説明しますので、新旧対照表１ページ

をお開き願います。 

 第４条第２項において、本年12月支給の期末手当支給月数を100分の207.5から100分の217.5

に改正するものです。 
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 次に、２ページをお開き願います。 

 第４条第２項において、令和６年６月支給分以降の期末手当を均等支給割合に変更し、支給

割合を100分の212.5に改正するものです。 

 議案書２ページをお開き願います。 

 附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、令和

６年４月１日から施行するものです。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて、討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 

  ◎議案第76号 豊浦町職員の給与に関する条例の一部改正について 

○議長（根津公男君） 日程第６、議案第76号 豊浦町職員の給与に関する条例の一部改正に

ついてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 石川総務課長。 

○総務課長（石川壮輔君） 議案第76号 豊浦町職員の給与に関する条例の一部改正について

ご説明いたします。 

 議案書の３ページをご覧ください。 

 豊浦町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり定めるものです。 

 提案理由でございますが、令和５年８月７日付で人事院の国会及び内閣に対する給与勧告が

あり、本町においても、国家公務員の給与に準ずる基本原則に基づき、所要の改正が必要とな

りましたので、本条例案を提出するものであります。 

 改正条文の朗読を省略し、新旧対照表でご説明しますので、新旧対照表の３ページをお開き

願います。 

 これは、豊浦町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例第１条に関するもので、本年

12月支給の期末・勤勉手当からの適用となります。 

 第14条の４第２項において、本年12月支給分の期末手当支給月数を100分の120から100分の125

に改正するものです。 

 第３項においては、定年前再任用短時間勤務職員に適用する条文で、同じく本年12月支給分

の期末手当支給月数を100分の67.5から100分の70に改正するものです。 

 次に、第14条の５第２項第１号において、本年12月支給分の勤勉手当支給月数を100分の100

から100分の105に改正するものです。 

 第２号におきましては、定年前再任用短時間勤務職員に適用する条文で、同じく本年12月支
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給分の勤勉手当支給月数を100分の47.5から100分の50に改正するものです。 

 ５ページから26ページまでは、人事院勧告に準じて、給料表を改正するもので、令和５年４

月１日から適用するものでございます。 

 新旧対照表27ページをお開きください。 

 これは、豊浦町職員給与に関する条例の一部を改正する条例第２条に関するもので、令和６

年４月１日から適用いたします。 

 第14条の４第２項において、令和６年６月支給分以降の期末手当を均等支給割合に変更し、

支給月数を100分の125から100分の122.5に改正するものです。 

 第３項においては、定年前再任用短時間勤務職員に適用する条文で、同じく令和６年６月支

給分以降の支給月数を100分の70から100分の68.75に改正するものです。 

 次に、第14条の５第２項第１号において、令和６年６月支給分以降の勤勉手当を均等支給割

合に変更し、支給月数を100分の105から100分の102.5に改正するものです。 

 第２号においては、定年前再任用短時間勤務職員に適用する条文で、同じく令和６年６月支

給分以降の支給月数を100分の50から100分の48.75に改正するものです。 

 議案書の４ページにお戻りください。 

 附則といたしまして、第１項、この条例は公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、

令和６年４月１日から施行するものです。 

 第２項、第１条の規定による改正後の給与条例別表第１から別表第５までの規定は、令和５

年４月１日から適用します。 

 第３項は、改正後の条例の規定を適用する場合は、改正前の条例に基づいて支給された支払

済みの給料等は内払いとみなす規定であります。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、質疑があれば許します。 

 山田議員。 

○１番（山田秀人君） 人事院勧告に伴う給与の改定であります。 

 人事院勧告に基づくということですから、８月７日、ご承知のとおり、国家公務員法に基づ

いた人事院勧告ということで、これに伴う地方公務員への給与改定ということであります。 

 全体として、物価高騰を上回る賃上げではないのです。それに基づいて豊浦町の職員も少し

は上げるという結果になりましたけれども、一つ伺います。 

 中央最低賃金審議会の目安は、全国平均1,002円となっているのです。改定後の国家公務員の

高卒初任給は時間当たり992円なのです。これに比較して、本町はどういうような状況なのか、

高卒で１時間当たりの初任給が992円なのか、これは最賃と関わるので、そこはどういう状況に

なるかということで、この改定を伺います。 

○議長（根津公男君） 石川総務課長。 

○総務課長（石川壮輔君） 最低賃金との関わりということですが、北海道の最低賃金で申し

上げますと、令和５年10月１日で960円となってございます。 

 こちらは人勧に基づいて、今回ある程度の賃上げをされますけれども、現在、うちで採用さ

れて働いている職員の中で、時間給に直して最低賃金を下回る方はいらっしゃらないことを確

認しているところです。 

○議長（根津公男君） 山田議員。 

○１番（山田秀人君） もう一つですが、いわゆる臨時職員といいますか、今は会計年度任用

職員になるのですが、正規職員の給与改定に基づいて、国もそれに伴って会計年度任用職員も
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同じく遡及して給与改定しなさいという通達になっているのですが、今回の条例改正に当たっ

て、その辺についてはどのような格好になるのですか。 

○議長（根津公男君） 石川総務課長。 

○総務課長（石川壮輔君） 会計年度任用職員の方につきましても、正職員と同様に、令和５

年４月１日に遡及をして給与改定を行う形になっております。 

○議長（根津公男君） ほかに質疑はありませんか。 

 渡辺議員。 

○６番（渡辺訓雄君） 所管で聞き取りしたら分かることなので、説明を受けるのが一番望ま

しいと思ったのですが、人勧は人勧で結構ですが、豊浦町も人事評価に何年か前から取り組ん

でいるのですが、今回の人勧の関係に連動する人がいるのかいないのか、あるいは人事評価の

実態としてどんな取組をしているのか、対象者はいるのかいないのか、実務をやっている人が

一番分かると思うので、そこのところをお尋ねしましょう。 

○議長（根津公男君） 石川総務課長。 

○総務課長（石川壮輔君） 人事評価とお給料との関係ですが、人事評価の結果に基づきまし

て、勤勉手当に一定程度増減が出るという仕組みになってございます。人事評価は、評価を通

じて人材の育成を行っていくものでございますが、その評価を勤勉手当に反映させることで、

モチベーションのアップにつながるという内容になってございます。 

○議長（根津公男君） 渡辺議員。 

○６番（渡辺訓雄君） 勤勉手当にモチベーションを反映していくという話でありますが、そ

れはまた別の機会にお尋ねしますが、さっきの理事者の関係もそうですが、別紙の附則の日か

ら施行する。ただし、第２条の規定は、令和６年４月１日から施行する。今回の職員の関係も

そうですが、その中に附則の関係も含めて別紙の第２条の豊浦町職員給与に関する条例の一部

は次のように改正するということで、分かるところと分からないところがあって、同条第３項

中100分の125を122.5に、100分の70を100分の68.75に改めるということで、その他、自分では

計算し切れないところがあるのだけれども、実例を取ってお尋ね申し上げたい。 

○議長（根津公男君） 石川総務課長。 

○総務課長（石川壮輔君） 少し分かりにくい形にはなりますが、勤勉・期末手当というのは

６月分と12月分、年２回支払われることになりますので、こちらの第１条も第２条も足すと一

般職員分であれば、年間4.40月から4.50月に、0.1月分増えている内容になっております。 

○議長（根津公男君） 山田議員。 

○１番（山田秀人君） いわゆるこの人事院勧告に関連しては、労働界の春闘とか、それから

公務員共闘などがあって、労働組合側の要求というのもかなり政府側に要求されて、毎年会議

といいますか、終わるのですけれども、今回の人事院勧告は、先ほども言ったとおり、生活改

善にはほど遠い月例給と一時金の引上げ勧告なのですよ。 

 ですから、最近言われているのは、日本の経済は30年間全然成長しない、その中で国民の皆

さんは物価高に大変苦しんでいる状況だということです。ですから、賃金を上げないと経済は

動かないのだと、今、各マスコミも盛んに言われているところです。 

 そういう中で一つ、今回の人事院勧告に対する条例の改正ですが、実は本町でいろいろ職員

に応募してもなかなか来ない、これはどうしてか、これは給与が安いからですよ。それからそ

のほかの待遇が、やはりほかのところと比べてもよくない。 

 それからもう一つは地域的に、やはり札幌とか文化的な施設がたくさんあるとか、公共施設、

交通機関、いろいろな環境が整っているところに行くのです。 
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 そういう格差もあって、たとえ本町に来ても、１年もいないで辞めてしまうという人も今ま

でおられました。そういう人を含めて来てもらうために、この給与改定をどう思っているかな

のですね。ここら辺のところが地域差、北海道における地方自治体の職員の応募による地域差

も、給与改定に基づくものと連動させなければいけない、私はそう考えているのです。 

 人事院勧告はさることながら、地方自治体独自の給与改定をきちんと考えなければならない

ことになるのではないかということです。どのような所見を持っているのか伺いするのと、も

う一つは、この人事院勧告の中で、能力成績主義を強化するという文言があるのです。これは

2024年に向けて必要な措置を検討する、つまり成績主義で手当、給与を変えるのだと。本来、

給与というのは成績主義ではないですね。生計費原則による給与というのが、労働組合に所属

された課長さんもいると思うのですけれども、これが原則なのですよ。それを成績主義、職員

を競争させて、蹴落としてまでも上に上がるという、豊浦の役場はそうではないかもしれませ

んが、この人事院勧告にはこういう給与の改正のものも載っているのです。こういうものを絶

対すべきではないと思うのですが、この２点についてご所見を伺います。 

○議長（根津公男君） 須田副町長。 

○副町長（須田 歩君） ただいま山田議員からの本町への採用職員がいないというご質問で

ございますけれども、まず、一般行政職に関しては、応募者数はそれなりにおりますが、最終

的な試験なり面接の段階で不合格になってしまう状況が現時点ではございますので、我々も、

誰でもいいというわけにもいきませんで、一定程度の成績を有する者を採用していきたいと考

えております。そこは引き続き広く募集もかけておりますので、その中で優秀な人材の確保に

努めていきたいと考えております。 

 また、選考職に関して言えば、議員がおっしゃるとおり、本町に来ていただける職員がなか

なかいらっしゃらない現状はあるかと思います。そういう中で、どうしても必要な採用者につ

いては求めていかなければなりませんので、役場としてもリクルート活動も含めて、各大学な

り専門学校なりに出向いた中での取組も必要であろうと考えているところですが、今後の対応

については、関係課とも相談しながら、優秀な人材の確保に努めていきたいと考えてございま

す。 

 もう一点の成績主義の関係ですが、なかなか公務員という立場でございますので、一定程度

は皆さん平等にというところですが、国も人事評価制度を導入というところもございます。本

町も、国に準用した形での取組もございます。そういう成績主義ということで、基本的に職員

の質を上げていくといいますか、人材育成にうまくつなげていくような制度に取り組むことが

必要であろうと思っておりますので、成績主義というところについては、うまく職員の育成に

つながるような制度に向けて取り組んでいくことが必要であろうと考えておりますので、引き

続き制度の向上に努めていきたいと考えております。 

○議長（根津公男君） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて、討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 
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○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 

  ◎発議第６号 豊浦町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 

○議長（根津公男君） 日程第７、発議第６号 豊浦町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に

関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大里総務文教常任副委員長、登壇願います。 

○５番（大里葉子君） 発議第６号 豊浦町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部改正についてご説明いたします。 

 豊浦町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例を、別紙のと

おり定めるものです。 

 提案理由は、令和５年８月７日付で人事院の国会及び内閣に対する給与勧告があり、本町議

会においても、国家公務員の給与に準ずる基本原則に基づき、議員の期末手当について、支給

割合を0.10月分引き上げることとしたため、関係条例について所要の改正が必要となることか

ら、本条例案を提出するものです。 

 別紙として、裏面をご覧ください。 

 豊浦町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例。 

 第１条、豊浦町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を次のように改正す

る。 

 第５条第２項中100分の217.5を100分の227.5に改める。 

 第２条、豊浦町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を次のように改正す

る。 

 第５条第２項中100分の227.5を100分の222.5に改める。 

 附則として、この条例は公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、令和６年４月１

日から施行する。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて、討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 

  ◎議案第77号 令和５年度豊浦町一般会計補正予算（第５号）について 

  ◎議案第78号 令和５年度豊浦町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について 

  ◎議案第79号 令和５年度豊浦町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 
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  ◎議案第80号 令和５年度豊浦町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について 

  ◎議案第81号 令和５年度豊浦町後期高齢者保健事業特別会計補正予算（第１号）について 

  ◎議案第82号 令和５年度豊浦町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について 

○議長（根津公男君） 日程第８、議案第77号 令和５年度豊浦町一般会計補正予算（第５号）

についてを議題といたしますが、日程第９、議案第78号 令和５年度豊浦町簡易水道事業特別

会計補正予算（第２号）について、日程第10、議案第79号 令和５年度豊浦町公共下水道事業

特別会計補正予算（第２号）について、日程第11、議案第80号 令和５年度豊浦町国民健康保

険事業特別会計補正予算（第１号）について、日程第12、議案第81号 令和５年度豊浦町後期

高齢者保健事業特別会計補正予算（第１号）について、日程第13、議案第82号 令和５年度豊

浦町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）についての補正予算案につきましては、人事院

勧告に伴う補正予算案であり、関連があることから一括して説明を求めることといたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 石川総務課長。 

○総務課長（石川壮輔君） 議案第77号 令和５年度豊浦町一般会計補正予算（第５号）につ

いてご説明いたします。 

 議案書の20ページをお開き願います。 

 議案の朗読は省略し、歳入歳出予算の補正については、それぞれ988万3,000円を追加し、総

額を57億9,046万5,000円といたします。 

 次に、補正内容の詳細につきましては、別添の補正概要書のとおりでございますが、今回の

補正につきましては、人事院勧告に伴う給料及び期末・勤勉手当の改正によるものと当初予算

において異動等により、対象職員が変更になったことにより増減が生じ、予算に不足が生じる

分について補正計上したものです。 

 議会費においては、職員、会計年度任用職員及び議員の給料及び手当等を補正計上しており

ます。 

 総務費をはじめとする各科目においては、職員及び会計年度任用職員の給料、手当等を補正

計上しており、民生費、衛生費については、国民健康保険事業特別会計のほか、各会計の職員

の給料、手当等の不足に係る経費を繰出金として補正計上しております。 

 歳入につきましては、歳出、財源調整として地方交付税を計上しております。 

 次に、特別会計の補正予算についてご説明いたします。 

 議案第78号から82号までの特別会計補正予算の内容につきましては、一般会計と同様に、人

事院勧告に伴う給料及び期末・勤勉手当の改正によるもので、予算不足が生じる分について、

補正計上したものです。歳入については、財源調整のため、一般会計からの繰入金及び補助金

で措置をしております。 

 それでは、歳入歳出予算の補正額を会計ごとにご説明いたします。 

 議案書の34ページをお開きください。 

 議案第78号 令和５年度豊浦町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）の歳入歳出予算の

補正については、それぞれ20万9,000円を追加し、総額を４億1,224万7,000円といたします。 

 42ページをお開き願います。 

 議案第79号 令和５年度豊浦町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）の歳入歳出予算

の補正については、それぞれ16万9,000円を追加し、総額を２億7,292万2,000円といたします。 

 50ページをお開き願います。 

 議案第80号 令和５年度豊浦町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の歳入歳出予
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算の補正については、それぞれ47万4,000円を追加し、総額を５億6,357万6,000円といたします。 

 次に、58ページをお開き願います。 

 議案第81号 令和５年度豊浦町後期高齢者保健事業特別会計補正予算（第１号）の歳入歳出

予算の補正については、それぞれ25万6,000円を追加し、総額を１億4,622万9,000円といたしま

す。 

 次に、66ページをお開き願います。 

 議案第82号 令和５年度豊浦町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）の歳入歳出予算の

補正については、それぞれ25万3,000円を追加し、総額を５億6,937万8,000円といたします。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（根津公男君） 説明が終わりましたので、初めに、議案第77号 令和５年度豊浦町一

般会計補正予算（第５号）についての質疑があれば許します。 

 渡辺議員。 

○６番（渡辺訓雄君） 概要書の13ページですが、建設課車両係の補正の目的が人件費を減額

補正するもの、また、事業の内容が会計年度任用職員の報酬及び共済費の増額とあるが、これ

は、そういうものを増減して３万9,000円という意味なのかと思うのだけれども、今回の人件費

を減額補正するものという人勧の比較の根拠をお尋ね申し上げたいと思っています。みんな増

額、増額なのだけれども、ここを見たらこうなっていたものだから、平たくでいいです。 

○議長（根津公男君） 石川総務課長。 

○総務課長（石川壮輔君） 大変申し訳ございません。こちらは資料の誤りでございます。 

 議員からご指摘がありました補正の目的が、人事院勧告により人件費を減額補正するものと

ございますが、正しくは人件費を増額補正するという間違いでございました。申し訳ございま

せん。修正いたします。 

○議長（根津公男君） 渡辺議員。 

○６番（渡辺訓雄君） まあ、謙虚でいいでしょう。間違いもあるだろうと思うが、たまたま

見たらこうなっているから、多分、担当課は、議員は気がつかないだろう、言われたら間違え

ましたと言うか、そんなレベルのように思ったのです。これは、議運でも何でもチェックしな

ければ駄目だよ。言い方にもよるけれども、今日はこの程度にするけれども、みんな増額、増

額になっているのに、不自然に思ったのです。そう言うのであれば、致し方ないと思っていま

す。 

○議長（根津公男君） ほかに質疑はございませんか。 

 山田議員。 

○１番（山田秀人君） もう一つ、会計年度任用職員ですけれども、直接その手当といいます

か、期末手当は載っているのですが、いろいろな手当があるのです。例えば、住宅手当なんか

は、もともと会計年度任用職員の住宅手当はあるのですか、ないのですか。 

 １年１年細切れに切って、連続して10年までもいかないけれども、正規職員と同じように雇

っている非正規職員ですよ。そういう方々への各種手当は、具体的には住宅手当ですけれども、

ここら辺はどういう支給状況というか、該当しているのかしてないかも定かでないのですが、

どういう状況になっていますか。 

○議長（根津公男君） 石川総務課長。 

○総務課長（石川壮輔君） 会計年度任用職員の住居手当につきましては、支給対象外となっ

てございます。 

○議長（根津公男君） 山田議員。 
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○１番（山田秀人君） ちょっと外れますが、そうすると、公営住宅に住むことはいいのです

ね。そうすると、一応は役場の臨時職員ですから、それなりの給与というのは、年間ベースで

考えていくと年間200万円以下、公営住宅に入れるのは200万円以下でしたか。 

 ですから、もっとあるはずですが、そうすると公営住宅料というのは、えらい高くなるとい

うことになるのですが、そういう手当というのは全然改善されていないというか、そこには支

援されないという格好になっているのですね。 

○議長（根津公男君） 石川総務課長。 

○総務課長（石川壮輔君） そういう状況になっております。 

○議長（根津公男君） 山田議員。 

○１番（山田秀人君） 公営住宅から安い住宅に、役場の職員ですよ。安い住宅に行かないと

生活できなくなるという状況を、給与改定に伴った条例審議ですが、そういう状況もあるとい

うことは、やはり職員の待遇を公務員として、きちんと安全な生活する保証する、そういう面

で副町長にも町長にも聞きますけれども、ここが重要なところではないのではないですか。な

かなか役場の職員に来ない、先ほど一般職はやっているが、優秀な人材を求めて採用するので

あるがと言うけれども、「やまびこ」でも非正規職員を大いに活用して、役場の活動、行政の

活動を支えるという格好になりますから、そこら辺の待遇の改善を給与も含めてやらなければ

いけないという気がするのですが、そこら辺の考え方はどういうふうにします。これは、どう

も逆転現象だという気がするのですが、いかがですか。 

○議長（根津公男君） 村井町長。 

○町長（村井洋一君） 職員の住宅の問題でございます。 

 かねてから、職員の住宅問題は懸案事項ということで、内部でも大きな問題にしております。

一方では、3,000人を少し超える地方自治体で、公営住宅の数が非常にウエートを占めていると

いう状況になっております。今やっておりますけれども、民間の住宅とか、空き家の問題とか、

そういうことにも今スピード感を持って取り組んでおります。これからも職員の住宅問題につ

きましては、スピード感を持ってこれらを解決し、スムーズな入居につながるように努めてい

きたいと今取り組んでいるところでございます。これらについても、道の外郭団体等とも一緒

に取り組んでいるところでして、できるだけ早期に、１件でも２件でもできるように取り組む

ことにしてございます。もう少々お待ちいただきたいと思ってございます。 

 これは、最重要な課題の一つと捉えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（根津公男君） 山田議員。 

○１番（山田秀人君） 今おっしゃるのは分かるのですけれども、正規職員と非正規職員の間

に、正規職員にはある程度の職員住宅があてがえられて、非正規職員になると、公営住宅とか

民間の住宅にお入りください。しかし、住居手当は非正規には当たらないと。支給されないの

ですよ。そして、正規職員には住宅手当が当たる。これは全くおかしな話で、例えば、非正規

職員は民間住宅にお入りください。本当に廉価な快適な住宅にぜひお入りくださいといっても、

そんな２万円や３万円では入れないし、５万円とか６万円、７万円を払わないと入れない状況

に、今はならざるを得ない。町営住宅でも最低５万円でしょう。そういう矛盾した考え方が現

存しているわけですから、ぜひ非正規職員についても改善すべきだということをまず申し添え

ておきます。今はどうこうするといっても、はい、分かりました、明日から改善しますという

わけにはいかないと思いますから、こういう矛盾が職員の中でもあるということだけ認識して

おいて早急な手だてを考えるべきだということを申し添えておきます。 

○議長（根津公男君） ほかに質疑はございませんか。 
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 渡辺議員。 

○６番（渡辺訓雄君） これも単純な思いなのですが、16ページ、17ページ根拠はあると考え

ます。この生涯学習課社会教育係、今回の補正45万8,000円、これは９名ですね。 

 隣のページの総務課庶務係、人件費全体で554万2,000円、管理職手当５名、共済組合負担金

73名の数字も違うから、金額が多いのは分かるのでありますが、これを具体的にお尋ね申し上

げたい。 

○議長（根津公男君） 石川総務課長。 

○総務課長（石川壮輔君） まず、16ページの補正の内容としましては、事業の内容に書いて

ございますが、体育施設関係の施設管理業務を行っている会計年度任用職員の増額補正分とな

っております。 

 17ページにつきましては、庶務係で予算を持っております正職員分の人事院勧告の増額分で、

給料表改定とか、期末・勤勉手当の率が上がった分、それから、令和５年４月１日で異動があ

った分の管理職手当ということで、管理職が５名増えておりますので、その部分の増額補正で

16ページに比べて、金額が大きくなっているということでございます。 

○議長（根津公男君） ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて、終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 次に、議案第78号 令和５年度豊浦町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）についての

質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて、終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 次に、議案第79号 令和５年度豊浦町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

の質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 
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（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて、終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 次に、議案第80号 令和５年度豊浦町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につい

ての質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて、終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 次に、議案第81号 令和５年度豊浦町後期高齢者保健事業特別会計補正予算（第１号）につ

いての質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて、終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり決しました。 

 次に、議案第82号 令和５年度豊浦町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）についての

質疑があれば許します。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なければ、これで質疑を終結いたします。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） なしと認めて、終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（根津公男君） 異議なしと認めます。 
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 よって、本案は原案どおり決しました。 

 

  ◎散会宣告 

○議長（根津公男君） 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 大変お疲れさまでございました。 

午前10時54分 散会 

 

  



- 16 - 

 

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

 

令和５年11月27日 

 

議   長   

 

署名議員   

 

署名議員   

 


